
(57)【要約】

【課題】　軽量とし、一度に複数の動画を記録したり、

複数のユーザーが一つの蓄積装置に格納されたコンテン

ツを任意に操作可能とする。

　【解決手段】　ストレージ部２と、２つの撮影部３ａ

および３ｂと、画像再生部４とが規格化された特定の無

線方式で接続される。撮影部３ａおよび３ｂで撮影され

た撮影データが圧縮符号化され、また、暗号化されてス

トレージ部２に送信され、圧縮符号化データがストレー

ジ部２のハードディスクに記録される。ハードディスク

で再生された撮影データが暗号化されて画像再生部４に

伝送され、復号されて再生される。同時にストレージ部

２と無線通信できる個数は、無線の転送速度と、ストレ

ージ部２の転送速度およびアクセス速度によって制約さ

れる。ストレージ部２の制御は、撮影部３ａ、３ｂまた

は画像再生部４によってなされる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 搬 型 の 蓄 積 装 置 に お い て 、
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、
　 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 と さ れ 、 暗 号 化 デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 無 線 装 置 と 、
　 無 線 接 続 さ れ る 上 記 機 器 と の 認 証 を 行 い 、 認 証 が 成 立 し た 機 器 と の 間 で 、 上 記 暗 号 化 デ
ー タ の 送 受 信 を 可 能 と す る 認 証 手 段 と 、
　 上 記 複 数 の 機 器 と の 間 で 上 記 無 線 装 置 を 介 し て 送 受 信 さ れ た 上 記 暗 号 化 デ ー タ ま た は 上
記 暗 号 化 デ ー タ を 復 号 し た デ ー タ の 上 記 ス ト レ ー ジ に 対 す る 入 出 力 を 制 御 す る 制 御 部 と を
備 え た 蓄 積 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 上 記 ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 上 記 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 上 記 複 数 の 機
器 が が そ れ ぞ れ 任 意 の タ イ ミ ン グ で 無 線 接 続 さ れ る よ う に し た 蓄 積 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 撮 影 し た 画 像 を 記 録 す る よ う に し た 映 像 記 録 装 置 に お い て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 撮 像 素 子 、 上 記 撮 像 素 子 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置 、 上 記 蓄 積 装 置
と 無 線 通 信 し 、 圧 縮 且 つ 暗 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お よ び 上 記 蓄 積 装
置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 有 す る 撮 影 部 の 複 数 個 と か ら 構 成 さ れ 、
　 上 記 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 上 記 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、
複 数 の 上 記 撮 影 部 が そ れ ぞ れ 任 意 の タ イ ミ ン グ で 上 記 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
　 上 記 撮 影 部 の そ れ ぞ れ が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 上 記 蓄 積 装 置 の 上 記 ス
ト レ ー ジ に 記 憶 す る よ う に し た 映 像 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、
　 上 記 撮 影 部 の 複 数 個 は 、 ２ 個 の 上 記 撮 影 部 が 一 体 化 さ れ た 構 成 を 有 し 、 ２ 個 の 上 記 撮 影
部 が 視 差 情 報 を 有 す る 二 つ の 撮 影 画 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ 出 力 す る 映 像 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、
　 上 記 撮 影 部 の 複 数 個 は 、 ２ 個 の 上 記 撮 影 部 が 一 体 化 さ れ た 構 成 を 有 し 、 ２ 個 の 上 記 撮 影
部 の ズ ー ム を 独 立 に 可 変 し て 撮 影 し た 撮 影 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 映 像 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、
　 上 記 撮 影 部 の 複 数 個 は 、 ２ 個 の 上 記 撮 影 部 が 一 体 化 さ れ た 構 成 を 有 し 、 広 視 野 画 像 デ ー
タ を 出 力 す る 映 像 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 撮 影 し た 画 像 の 記 録 と 、 画 像 の 再 生 が 可 能 と さ れ た 映 像 記 録 再 生 装 置 に お い て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 撮 像 素 子 、 デ ィ ス プ レ イ 、 上 記 撮 像 素 子 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置
、 上 記 蓄 積 装 置 と 無 線 通 信 し 、 圧 縮 且 つ 暗 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お
よ び 上 記 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 有 す る 撮 影 部 と 、
　 画 像 再 生 装 置 、 デ ィ ス プ レ イ 、 画 像 伸 張 装 置 、 上 記 蓄 積 装 置 と 通 信 す る た め の 無 線 装 置
、 お よ び 上 記 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 と を 有 す る 画 像 再 生 部 と か ら 構 成 さ れ 、
　 上 記 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 上 記 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、
上 記 撮 影 部 お よ び 上 記 再 生 部 が 任 意 の タ イ ミ ン グ で 上 記 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
　 上 記 撮 影 部 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 上 記 蓄 積 装 置 の 上 記 ス ト レ ー ジ に
記 憶 し 、 上 記 ス ト レ ー ジ か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 上 記 画 像 再 生 部 に よ っ て 再 生 す る よ う に
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し た 映 像 記 録 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 映 像 信 号 の 記 録 と 、 映 像 信 号 の 再 生 が 可 能 と さ れ た 映 像 記 録 再 生 装 置 に お い て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 チ ュ ー ナ 、 上 記 チ ュ ー ナ が 受 信 し た 映 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置 、 上 記 蓄 積 装 置
と 無 線 通 信 し 、 圧 縮 さ れ た 映 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お よ び 上 記 蓄 積 装 置 を 制 御 す
る 制 御 装 置 を 有 す る 受 信 部 と 、
　 画 像 再 生 装 置 、 デ ィ ス プ レ イ 、 画 像 伸 張 装 置 、 上 記 蓄 積 装 置 と 通 信 す る た め の 無 線 装 置
、 お よ び 上 記 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 有 す る 画 像 再 生 部 と か ら 構 成 さ れ 、
　 上 記 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 上 記 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、
上 記 受 信 部 お よ び 上 記 再 生 部 が 任 意 の タ イ ミ ン グ で 上 記 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
　 上 記 受 信 部 が 受 信 し た 映 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 上 記 蓄 積 装 置 の 上 記 ス ト レ ー ジ に
記 憶 し 、 上 記 ス ト レ ー ジ か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 上 記 画 像 再 生 部 に よ っ て 再 生 す る よ う に
し た 映 像 記 録 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 カ ム コ ー ダ ー や ポ ー タ ブ ル ビ ュ ー ワ ー な ど の 携 帯 用 Ａ Ｖ （ オ ー デ ィ オ ・ ビ
ジ ュ ア ル ） 機 器 に 適 用 可 能 な 可 搬 型 （ ポ ー タ ブ ル ） の 蓄 積 装 置 、 映 像 記 録 装 置 お よ び 映 像
記 録 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ビ デ オ カ メ ラ と Ｖ Ｔ Ｒ と を 一 体 化 し た カ ム コ ー ダ ー (camera and recorderの 略 称
)が 知 ら れ て い る 。 カ ム コ ー ダ ー は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Device)等 の 撮 像 素 子 を 有
す る 撮 影 部 と 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal Display)等 の 画 像 再 生 部 と 、 記 録 媒 体 と し て 使
用 し た 画 像 記 録 部 が 一 体 化 さ れ た 構 成 と さ れ て い た 。 記 録 媒 体 と し て 磁 気 テ ー プ が 主 に 使
用 さ れ て き た が 、 近 年 に な っ て 磁 気 デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 ま た は 半 導 体 メ モ リ な ど の ラ
ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ が 用 い ら れ は じ め て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 カ ム コ ー ダ ー や ポ ー タ ブ ル ビ ュ ー ワ ー 等 の 従 来 の 携 帯 用 Ａ Ｖ 機 器 に は 、 以 下
の 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ ） 撮 影 部 、 画 像 再 生 部 、 ス ト レ ー ジ 部 が 一 体 と な っ て い る た め 重 く 、 長 時 間 手 に と っ
て 使 用 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ２ ） 一 つ の 記 録 媒 体 に 対 し て 、 シ ー ケ ン シ ャ ル に し か 録 再 で き な い 。 具 体 的 に は 、 一 度
に 複 数 動 画 を 録 画 し た り 、 録 画 し な が ら 別 シ ー ン を 再 生 し た り す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ３ ） 一 つ の 記 録 媒 体 に 対 し て 、 撮 影 部 、 画 像 再 生 部 、 コ ン ト ロ ー ル 部 が 一 つ づ つ し か な
い た め 、 一 つ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ た コ ン テ ン ツ は 、 一 度 に 一 人 し か 操 作 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ４ ） 項 目 ２ ） ３ ） の 問 題 点 は 、 本 来 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ を 用 い れ ば 解 決 で き る は
ず で あ る が 、 従 来 の カ ム コ ー ダ ー や ビ ュ ー ワ ー の ハ ー ド ウ ェ ア 形 態 は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル な
使 用 を 前 提 と し て い る の で 、 従 来 の カ ム コ ー ダ ー や ビ ュ ー ワ ー に ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ
を 搭 載 す る だ け で は 解 決 が 困 難 で あ り 、 並 列 処 理 に 適 し た 新 し い ハ ー ド ウ ェ ア 形 態 の 提 案
が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 し た が っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 で き る 蓄 積 装 置 、 映 像 記 録 装 置
お よ び 映 像 記 録 再 生 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 可 搬 型 の 蓄 積 装 置 に お い て 、
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、
　 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 と さ れ 、 暗 号 化 デ ー タ の 送 受 信 を 行 う 無 線 装 置 と 、
　 無 線 接 続 さ れ る 機 器 と の 認 証 を 行 い 、 認 証 が 成 立 し た 機 器 と の 間 で 、 暗 号 化 デ ー タ の 送
受 信 を 可 能 と す る 認 証 手 段 と 、
　 複 数 の 機 器 と の 間 で 無 線 装 置 を 介 し て 送 受 信 さ れ た 暗 号 化 デ ー タ ま た は 暗 号 化 デ ー タ を
復 号 し た デ ー タ の ス ト レ ー ジ に 対 す る 入 出 力 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え た 蓄 積 装 置 で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 撮 影 し た 画 像 を 記 録 す る よ う に し た 映 像 記 録 装 置 に お い て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 撮 像 素 子 、 撮 像 素 子 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置 、 蓄 積 装 置 と 無 線 通
信 し 、 圧 縮 且 つ 暗 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お よ び 蓄 積 装 置 を 制 御 す る
制 御 装 置 を 有 す る 撮 影 部 の 複 数 個 と か ら 構 成 さ れ 、
　 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、 複 数 の 撮
影 部 が そ れ ぞ れ 任 意 の タ イ ミ ン グ で 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
　 撮 影 部 の そ れ ぞ れ が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ に 記
憶 す る よ う に し た 映 像 記 録 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 、 撮 影 し た 画 像 の 記 録 と 、 画 像 の 再 生 が 可 能 と さ れ た 映 像 記 録 再 生 装 置 に お い
て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 撮 像 素 子 、 デ ィ ス プ レ イ 、 撮 像 素 子 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置 、 蓄
積 装 置 と 無 線 通 信 し 、 圧 縮 且 つ 暗 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お よ び 蓄 積
装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 有 す る 撮 影 部 と 、
　 画 像 再 生 装 置 、 デ ィ ス プ レ イ 、 画 像 伸 張 装 置 、 蓄 積 装 置 と 通 信 す る た め の 無 線 装 置 、 お
よ び 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 と を 有 す る 画 像 再 生 部 と か ら 構 成 さ れ 、
　 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、 撮 影 部 お
よ び 再 生 部 が 任 意 の タ イ ミ ン グ で 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
　 撮 影 部 が 撮 影 し た 画 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ に 記 憶 し 、 ス ト
レ ー ジ か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 画 像 再 生 部 に よ っ て 再 生 す る よ う に し た 映 像 記 録 再 生 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 映 像 信 号 の 記 録 と 、 映 像 信 号 の 再 生 が 可 能 と さ れ た 映 像 記 録 再 生 装 置 に お
い て
　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可 能 な ス ト レ ー ジ と 、 複 数 の 機 器 と 同 時 に 無 線 接 続 が 可 能 な 無 線 装 置
と を 有 す る 蓄 積 装 置 と 、
　 チ ュ ー ナ 、 チ ュ ー ナ が 受 信 し た 映 像 デ ー タ を 圧 縮 す る 画 像 圧 縮 装 置 、 蓄 積 装 置 と 無 線 通
信 し 、 圧 縮 さ れ た 映 像 デ ー タ を 送 信 す る 無 線 装 置 、 お よ び 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を
有 す る 受 信 部 と 、
　 画 像 再 生 装 置 、 デ ィ ス プ レ イ 、 画 像 伸 張 装 置 、 蓄 積 装 置 と 通 信 す る た め の 無 線 装 置 、 お
よ び 蓄 積 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 有 す る 画 像 再 生 部 と か ら 構 成 さ れ 、
　 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ の 転 送 レ ー ト と 無 線 装 置 の 転 送 レ ー ト の 許 容 範 囲 内 で 、 受 信 部 お
よ び 再 生 部 が 任 意 の タ イ ミ ン グ で 蓄 積 装 置 に 無 線 接 続 し 、
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　 受 信 部 が 受 信 し た 映 像 デ ー タ を 圧 縮 し た デ ー タ を 蓄 積 装 置 の ス ト レ ー ジ に 記 憶 し 、 ス ト
レ ー ジ か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 画 像 再 生 部 に よ っ て 再 生 す る よ う に し た 映 像 記 録 再 生 装 置
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 携 帯 型 録 画 再 生 装 置 に お い て 、 撮 影 部 、 画 像 再 生 部 、 蓄 積 部 を 別 体
の 構 成 と し 、 手 に 持 つ 部 分 を 撮 影 部 お よ び 画 像 再 生 部 の み と し た た め 、 軽 量 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 で は 、 一 つ の 蓄 積 装 置 に 対 し て 、 無 線 に よ り 複 数 の 録 画 ・ 再 生 機 器 を 接
続 で き る た め 、 一 度 に 複 数 の 動 画 を 記 録 し た り 、 録 画 し な が ら 別 シ ー ン を 再 生 し た り す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 で は 、 一 つ の 蓄 積 装 置 に 対 し て 、 撮 影 部 、 画 像 再 生 部 、 コ ン ト ロ ー ル
部 を 複 数 個 取 り 付 け る こ と が で き る の で 、 複 数 の ユ ー ザ ー が 一 つ の 蓄 積 装 置 に 格 納 さ れ た
コ ン テ ン ツ を 任 意 に 操 作 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に お い て 参 照 符 号 １
ａ は 、 こ の 発 明 に よ る 映 像 記 録 再 生 装 置 （ カ ム コ ー ダ ー と 適 宜 称 す る ） の 一 実 施 形 態 を 示
す 。 カ ム コ ー ダ ー １ ａ は 、 各 要 素 を 規 格 化 さ れ た 特 定 の 無 線 方 式 （ 例 え ば 無 線 Ｌ Ａ Ｎ (Loc
al Area Network)の 標 準 の 一 つ で あ る IEEE(Institute of Electrical and Electronics E
ngineers) 802.11bや 11g)で 無 線 接 続 し た も の で あ る 。 他 の 無 線 通 信 方 式 と し て 、 Ｕ Ｗ Ｂ (
Ultra WideBand)無 線 通 信 方 式 を 使 用 し て も 良 い 。 Ｕ Ｗ Ｂ は 、 単 に 超 広 帯 域 を 使 う と い う
意 味 の み な ら ず 、 １ ナ ノ 秒 以 下 （ 数 百 ピ コ 秒 程 度 ） の 極 め て 短 い パ ル ス を 使 用 し 、 パ ル ス
の 位 置 ま た は パ ル ス の 振 幅 を 伝 送 デ ー タ に よ っ て 変 調 す る 方 式 を 意 味 し て い る 。 Ｕ Ｗ Ｂ は
、 少 な い 消 費 電 力 で 高 い 伝 送 速 度 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 構 成 要 素 は 、 蓄 積 装 置 （ 以 下 、 ス ト レ ー ジ 部 と 適 宜 称 す る ） ２ と 、 ２ つ の 撮 影 部 ３ ａ お
よ び ３ ｂ と 、 画 像 再 生 部 ４ と で あ る 。 こ れ ら の 構 成 要 素 は 、 全 て 可 搬 型 の も の と さ れ て い
る 。 使 用 方 法 と し て は 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ が ポ ケ ッ ト ま た は カ バ ン に 収 納 さ れ 、 撮 影 部 ３ ａ
お よ び ３ ｂ の 一 方 と 画 像 再 生 部 ４ と が 手 で 持 つ よ う に な さ れ る 。 こ こ で 、 撮 影 部 ３ ａ 、 ３
ｂ 、 画 像 再 生 部 ４ の 個 数 は 、 任 意 で あ る が 、 同 時 に ス ト レ ー ジ 部 ２ と 無 線 通 信 で き る 個 数
は 、 無 線 の 転 送 速 度 と 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 転 送 速 度 お よ び ア ク セ ス 速 度 に よ っ て 制 約 さ れ
る 。 一 つ の ス ト レ ー ジ 部 ２ と 複 数 の 撮 影 部 ３ ａ 、 ３ ｂ を 組 み 合 わ せ た 一 実 施 形 態 に よ れ ば
、 複 数 動 画 を 同 時 に 撮 影 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に お い て 参 照 符 号 １ ｂ は 、 こ の 発 明 に よ る カ ム コ ー ダ ー の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図
２ の 構 成 で は 、 構 成 要 素 と し て １ 個 の 撮 影 部 ３ が 使 用 さ れ 、 ま た 、 チ ュ ー ナ 部 ５ が 追 加 さ
れ て い る 。 チ ュ ー ナ 部 ５ は 、 可 搬 型 で な く 、 家 庭 内 に 置 か れ る 据 え 置 き 型 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 撮 影 部 ３ 、 画 像 再 生 部 ４ 、 チ ュ ー ナ 部 ５ は 使 用 目 的 に よ っ て は 全 て が 必 ず し も
各 一 台 が 必 要 で は な く 、 使 用 者 の 目 的 に 合 わ せ て 必 要 部 分 の 選 択 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、
動 画 像 を 撮 影 す る だ け の 目 的 で あ れ ば 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ と 撮 影 部 ３ の み の 組 み 合 わ せ で も
良 い 。 あ る い は 、 動 画 像 を 再 生 す る だ け の 目 的 の と き は 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ と 撮 影 部 ３ の み
の 組 み 合 わ せ 、 ま た は ス ト レ ー ジ 部 ２ と 画 像 再 生 部 ４ の み の 組 み 合 わ せ で も 良 い 。 あ る い
は 、 ２ つ の ス ト レ ー ジ 部 ２ と 一 つ の 撮 影 部 ３ を 組 み 合 わ せ て 、 各 ス ト レ ー ジ 部 に 同 時 に 動
画 像 を 撮 影 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 2 つ の ス ト レ ー ジ 部 ２ 同 士 で デ ー タ の や り 取
り を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 構 成 要 素 は 、 無 線 方 式 、 暗 号 化 方 式 お よ び 画 像 圧 縮 ・ 伸 張 の 方 式 ー マ ッ ト を 統 一 す る
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こ と で 自 在 な 接 続 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 上 述 し た 各 構 成 要 素 と 無 線 通
信 す る の み な ら ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 等 の 外 部 の ネ ッ ト ワ ー ク と の 接 続 機
能 を 有 す る よ う に し て も 良 い 。 次 に 、 上 述 し た カ ム コ ー ダ ー を 構 成 す る 各 構 成 要 素 の 構 成
例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 構 成 の 一 例 を 示 す 。 ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス 可
能 な ス ト レ ー ジ と し て の ハ ー ド デ ィ ス ク ２ １ 、 バ ッ テ リ ー ２ ２ 、 IEEE 802.11gな ど の 無 線
Ｌ Ａ Ｎ の 送 受 信 装 置 の Ｉ Ｃ チ ッ プ を 含 む 回 路 部 ２ ３ 、 お よ び 筐 体 ２ ４ な ど か ら 構 成 さ れ て
い る 。 ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 携 帯 さ れ る の で 、 使 用 時 に は 衝 撃 が 加 わ る こ と が 十 分 考 え ら れ
る 。 そ の た め 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ 内 部 の ハ ー ド デ ィ ス ク ２ １ は 、 耐 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る た め
に 筐 体 ２ ４ か ら ダ ン パ ー な ど の 衝 撃 緩 和 手 段 を 介 し て 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。 ハ ー ド デ
ィ ス ク ２ １ は 、 数 Ｇ バ イ ト ～ 数 十 Ｇ バ イ ト の 容 量 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ に 関 し て は 、 情 報 の 可 換 性 を 持 た せ る た め の 記 憶 媒 体 と
し て メ デ ィ ア が 取 り 外 し 可 能 な 追 記 型 光 デ ィ ス ク や 、 書 き 換 え 可 能 な 光 デ ィ ス ク 、 半 導 体
メ モ リ な ど を ハ ー ド デ ィ ス ク ２ １ に 付 加 し て 設 け て も 良 い 。 あ る い は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の
替 わ り と し て 、 自 身 が 取 り 外 し 可 能 な 記 録 可 能 な 光 デ ィ ス ク 、 半 導 体 メ モ リ 、 リ ム ー バ ブ
ル ハ ー ド デ ィ ス ク  な ど を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 使 用 時 に は 、 使 用 者 が 撮 影 部 ３ 、 ３ ａ 、 ま た は ３ ｂ （ 以 下 、 特 に 必 要 が な い 場 合 は 、 単
に 撮 影 部 ３ と 称 す る ） や 画 像 再 生 部 ４ を 手 に 持 っ て 操 作 す る こ と に な る が 、 撮 影 部 ３ や 画
像 再 生 部 ４ に よ っ て ス ト レ ー ジ 部 ２ を 無 線 遠 隔 制 御 可 能 と し て い る の で 、 直 接 ス ト レ ー ジ
部 ２ を 操 作 す る 必 要 性 は 無 く な り 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ を 例 え ば か ば ん や ポ ケ ッ ト の 中 等 、 無
線 通 信 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 所 望 の 個 所 に 格 納 し て お い て も 実 用 上 の 不 便 は 無 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 前 述 し た よ う に 他 の ス ト レ ー ジ 部 と 無 線 接 続 し て デ ー タ 通
信 を 行 っ て も 良 い 。 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 書 き 込 み 動 作 、 読 み 出 し 動 作 等 の 動 作 は 、 無 線 接 続
さ れ る 撮 影 部 ３ や 画 像 再 生 部 ４ 等 の 他 の 機 器 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 一 例 の よ り 詳 細 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ス ト レ ー ジ
部 ２ は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ ３ 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ １ ４ 、 バ ッ テ リ １ １ ５ か ら な る 電
源 部 と 、 イ ジ ェ ク ト ボ タ ン １ １ ６ か ら な る 操 作 部 と 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ (Centr
al Processing Unit)１ １ ８ と 、 ユ ー ザ ー へ の 情 報 提 供 の 為 の デ ィ ス プ レ イ １ １ ９ と 、 記
録 再 生 可 能 な 半 導 体 メ モ リ 例 え ば Ｄ Ｒ Ａ Ｍ (Dynamic Random Access Memory)１ ２ ０ と 、 無
線 送 受 信 部 １ ２ １ と な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 源 部 は 、 バ ッ テ リ ー １ １ ５ の 充 電 、 お よ び そ の 他 電 気 部 品 へ の 電 源 の 供 給 を 行 う 。 ユ
ー ザ ー は 、 長 期 に 連 続 使 用 す る 時 は Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ ３ を 利 用 し て も 良 い し 、 持 ち 運 び な
が ら 使 用 す る 場 合 は Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ １ ３ を 取 り 外 し 、 バ ッ テ リ ー １ １ ５ で 駆 動 し て も 良 い
。 ま た 、 バ ッ テ リ ー １ １ ５ の 残 量 は 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ９ に 表 示 し て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る
よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 イ ジ ェ ク ト ボ タ ン １ １ ６ は 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ が リ ム ー バ ブ ル 、 も し く は デ タ ッ チ ャ ブ
ル な 機 能 性 を 備 え て い る 場 合 に 、 こ れ を 操 作 す る こ と で ス ト レ ー ジ の 取 り 外 し 、 も し く は
メ デ ィ ア の 排 出 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ９ は 、 タ ッ チ パ ネ ル 方 式 と
し て イ ジ ェ ク ト ボ タ ン １ １ ６ と 一 体 化 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ は 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ 、 半 導 体 メ モ リ １ ２ ０ 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ １ の 制 御
処 理 を 行 う 。 ま た 、 イ ジ ェ ク ト ボ タ ン 操 作 の 検 出 、 デ ィ ス プ レ イ １ １ ９ へ の 情 報 表 示 も 行
う 。 実 際 に は 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ １ か ら 受 信 し た 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ で 処 理 し 、 受 信 し た
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デ ー タ を ス ト レ ー ジ 部 １ １ ７ に 記 録 し て も 良 い し 、 半 導 体 メ モ リ １ ２ ０ に 記 録 し て も 良 い
。 ま た 、 受 信 し た 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ へ の 再 生 処 理 要 求 信 号 の 場 合 も あ り 、 そ の 場 合 は 、
Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ が 半 導 体 メ モ リ １ ２ ０ 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ か ら デ ー タ を 読 み 出 す 処 理 を 行 う
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ ム コ ー ダ ー 用 途 の 場 合 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ １ を 通 じ て 受 信 し た 信 号 が 撮 影 部 ３ か ら の
音 声 ・ 映 像 デ ー タ な ら ば Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ で 制 御 さ れ 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ に 音 声 ・ 映 像 デ ー タ
が 記 録 さ れ る 。 ま た 、 画 像 再 生 部 ４ か ら の 再 生 処 理 要 求 信 号 の 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 半 導
体 メ モ リ １ ２ ０ 、 も し く は ス ト レ ー ジ １ １ ７ か ら デ ー タ を 再 生 し 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ １ を
通 じ て 再 生 デ ー タ を 画 像 再 生 部 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 記 録 時 に 、 撮 影 部 ３ か ら の 撮 影 画 像 デ ー タ を 無 線 通 信 で ス ト レ ー ジ 部 ２ へ 送 信 し 、 ス ト
レ ー ジ 部 ２ の ス ト レ ー ジ １ １ ７ に 記 録 す る 場 合 に 、 認 証 動 作 が な さ れ 、 認 証 が 成 立 し た 場
合 に の み 撮 影 画 像 デ ー タ が ス ト レ ー ジ １ １ ７ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 、 無 線 通 信 さ れ る 画 像 デ
ー タ は 、 圧 縮 且 つ 暗 号 化 さ れ た 画 像 デ ー タ で あ り 、 ス ト レ ー ジ １ １ ７ に 対 し て 圧 縮 画 像 デ
ー タ ま た は 圧 縮 を 解 凍 し た 画 像 デ ー タ が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス ト レ ー ジ 部 ２ が 他 の 機 器 が ス ト レ ー ジ 部 ２ に 接 続 さ れ る べ き も の で あ る こ と を 認 証 す
る 方 法 と し て は 、 例 え ば 最 初 に 機 器 に 固 有 の 識 別 情 報 を ス ト レ ー ジ 部 ２ の デ ー タ ベ ー ス に
記 憶 し て お き 、 以 降 、 無 線 接 続 さ れ た 機 器 の 識 別 情 報 が デ ー タ ベ ー ス に 記 憶 さ れ て い る か
否 か に よ っ て 認 証 を 行 う こ と が で き る 。 こ の 認 証 の た め の 通 信 は 、 画 像 デ ー タ の た め の 無
線 通 信 路 と 別 に 設 け た 通 信 路 を 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 暗 号 化 方 法 と し て は 、 ス ト リ ー ム 暗 号 化 お よ び ブ ロ ッ ク 暗 号 化 の 何 れ も 使 用 で き
る 。 一 般 的 に ス ト リ ー ム 暗 号 の 方 が ブ ロ ッ ク 暗 号 よ り 高 速 で あ り 、 画 像 デ ー タ の よ う な 大
量 の デ ー タ を 暗 号 化 し て リ ア ル タ イ ム で 伝 送 す る 場 合 で は 、 ス ト リ ー ム 暗 号 の 方 が 適 し て
い る 。 但 し 、 Ｄ Ｅ Ｓ (Data Encryption Standard)や Ａ Ｅ Ｓ (Advanced Encryption Standar
d)等 の 標 準 化 さ れ た ブ ロ ッ ク 暗 号 方 式 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば Ｒ Ｃ ４ ((Rivest Cipher) 4 Stream Cipher)が 無 線 Ｌ Ａ Ｎ (IEEE 802.11)に お い て
使 用 さ れ 、 暗 号 鍵 の 生 成 ア ル ゴ リ ズ ム と し て Ｗ Ｅ Ｐ (Wired Equivalent Privacy protocol
)が 使 用 さ れ る 。 Ｗ Ｅ Ｐ で は 、 Ｉ Ｖ (Initial Vector)と 共 通 鍵 か ら 暗 号 鍵 を 生 成 し て 、 ネ
ッ ト ワ ー ク の パ ケ ッ ト が 暗 号 化 さ れ て い る 。 こ の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の 暗 号 化 と 別 の 暗 号 化 を 付 加
的 に 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 半 導 体 メ モ リ 部 １ ２ ０ は 、 不 揮 発 性 の メ モ リ で も 、 揮 発 性 の メ モ リ で も 良 く 、 半
導 体 メ モ リ 部 １ ２ ０ に 対 し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ の プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 記 録 し て も 、 映 像 デ ー タ を 記
録 し て も 良 い 。 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 不 揮 発 性 の メ モ リ に 記 録 す る 場 合 は 、 必 要 な ア プ リ ケ
ー シ ョ ン に 対 応 し た 柔 軟 な 制 御 が Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ８ を 利 用 し て 実 行 可 能 と な り 、 ユ ー ザ ー が 他
の 目 的 で ス ト レ ー ジ 部 ２ を 利 用 す る 時 に も 対 応 す る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 プ ロ
グ ラ ム の 容 量 が 大 き い 場 合 で も 、 大 容 量 の ス ト レ ー ジ １ １ ７ の 一 部 を 利 用 す る こ と で 対 応
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 、 撮 影 部 ３ の 一 例 の 構 成 を 示 し た 構 成 図 で あ る 。 撮 影 部 ３ は 、 レ ン ズ 系 お よ び 撮
影 素 子 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ か ら な る カ メ ラ 部 ３ １ と 、 バ ッ テ リ ー ３ ２ と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ チ ッ プ や Ｍ
Ｐ Ｅ Ｇ (Moving Picture Experts Group Phase)エ ン コ ー ダ の よ う な 画 像 圧 縮 装 置 や 、 撮 影
部 お よ び ス ト レ ー ジ 部 を 制 御 す る 制 御 回 路 を 含 む 回 路 部 ３ ３ と 、 撮 影 し て い る 画 像 、 ス ト
レ ー ジ 部 ２ か ら の 再 生 画 像 、 ま た は ス ト レ ー ジ 部 ２ の ス テ ー タ ス （ 録 画 状 態 な の か 、 ス タ
ン バ イ 状 態 な の か 、 再 生 状 態 な の か な ど ） を 表 示 す る Ｌ Ｃ Ｄ 、 Ｅ Ｌ (Electro Luminescenc
e)パ ネ ル 等 か ら な る デ ィ ス プ レ イ ３ ４ と 、 制 御 キ ー ３ ５ と 、 筐 体 ３ ６ な ど か ら 構 成 さ れ て
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い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 制 御 キ ー ３ ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ と し て 設 け る の に 限 ら ず 、 デ ィ ス プ レ イ
３ ４ と 一 体 化 し た タ ッ チ パ ネ ル の 構 成 と し て も 良 い 。 制 御 キ ー ３ ５ は 、 撮 影 部 ３ 自 身 の 制
御 （ ズ ー ム な ど ） の 他 に 、 映 像 の 記 録 、 再 生 な ど 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 制 御 も 行 う た め に も
使 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 撮 影 部 ３ は 、 画 像 を 撮 影 し 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ に 撮 影 画 像 デ ー タ を
転 送 す る 役 割 と 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ に 蓄 積 さ れ た 画 像 を 転 送 し て デ ィ ス プ レ イ ３ ４ で 再 生 す
る 役 割 と 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の コ ン ト ロ ー ラ ー と し て の 役 割 を 担 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 記 録 速 度 と 無 線 伝 送 レ ー ト の 範 囲 内 で あ れ ば 、 図 １ に 示 し た
よ う に 、 複 数 の 撮 影 部 ３ ａ 、 ３ ｂ を 一 つ の ス ト レ ー ジ 部 ２ に 無 線 接 続 し 、 そ れ ぞ れ の 撮 影
部 が 任 意 の タ イ ミ ン グ で 録 画 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の と き 、 複 数 の 撮 影 部 ３ ａ 、 ３ ｂ
が 撮 影 し た 各 映 像 に 同 一 の 時 間 軸 を 有 す る タ イ ム コ ー ド を 付 加 す る 。 タ イ ム コ ー ド は 、 例
え ば 絶 対 時 間 を 表 す も の で あ る 。 タ イ ム コ ー ド の 付 加 に よ っ て 、 同 じ タ イ ミ ン グ で 撮 影 し
た 映 像 を 分 割 画 面 、 ま た は ピ ク チ ャ イ ン ピ ク チ ャ （ 親 子 画 面 ） に て 同 タ イ ミ ン グ で 再 生 す
る こ と も 可 能 と な る 。 例 え ば 運 動 会 の 徒 競 走 の ス タ ー ト 地 点 と ゴ ー ル 地 点 と で 、 そ れ ぞ れ
撮 影 し た 画 像 を 同 時 に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 撮 影 部 ３ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 撮 影 部 ３ は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ２ ２
、 バ ッ テ リ ー １ ２ ４ な ど か ら な る 電 源 部 と 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ２ ５ 、 ス ピ ー カ １ ２ ６ お よ び
Ａ Ｖ 入 出 力 １ ３ ５ か ら な る 音 声 入 出 力 部 と 、 レ ン ズ １ ３ ２ お よ び Ｃ Ｃ Ｄ １ ３ ３ か ら な る 撮
像 部 と 、 映 像 ・ 音 声 デ ー タ の エ ン コ ー ド ・ デ コ ー ド 処 理 用 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ （ Joint
Photographic Experts Group)エ ン コ ー ダ ・ デ コ ー ダ １ ３ ４ と 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ ７ と 、
Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ２ ８ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ  １ ３ ０ と 、 デ ィ ス プ レ イ １ ３ ６ お よ び コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ７ か
ら な る 表 示 操 作 部 と 、 ジ ャ イ ロ １ ２ ９ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 源 部 は 、 バ ッ テ リ ー １ ２ ４ の 充 電 、 お よ び そ の 他 電 気 部 品 へ の 電 源 の 供 給 を 行 う 。 ユ
ー ザ ー は 、 長 期 に 連 続 使 用 す る 時 は Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ２ ２ を 利 用 し て も 良 い し 、 持 ち 運 び な
が ら 使 用 す る 場 合 は Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ２ ２ を 取 り 外 し 、 バ ッ テ リ ー １ ２ ４ で 駆 動 し て も 良 い
。 ま た 、 バ ッ テ リ ー １ ２ ４ の 残 量 は 、 デ ィ ス プ レ イ １ ３ ６ に 表 示 し て ユ ー ザ ー に 知 ら せ る
よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ユ ー ザ ー は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 撮 影 を 行 う 。 こ の 場 合 は 、 レ
ン ズ １ ３ ２ か ら Ｃ Ｃ Ｄ １ ３ ３ を 通 し て 得 た 映 像 信 号 と 、 マ イ ク ロ ホ ン １ ２ ５ を 通 し て 得 た
音 声 信 号 を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ エ ン コ ー ダ ・ デ コ ー ダ １ ３ ４ で Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ ー タ に 変 換 後 、
Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ０ を 通 し て 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ ７ に よ り 暗 号 化 を 行 い 、 認 証 が 成 立 後 に ス ト レ
ー ジ 部 ２ に デ ー タ を 送 信 す る 。 こ の 時 、 エ ン コ ー ダ は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 形 式 に 限 ら ず 、 映 像 ・ 音 声
信 号 を 圧 縮 可 能 な 他 の 信 号 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ ー が コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ７ を 操 作 し て 、 映 像 ・ 音 声 の 再 生 処 理 を 行 う 事 も で
き る 。 こ の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ３ ０ が コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ７ の 操 作 を 検 出 し 、 無 線 送 受 信 部 １ ２
７ を 通 し て ス ト レ ー ジ 部 ２ に 映 像 ・ 音 声 デ ー タ の 再 生 要 求 信 号 を 送 信 す る 。 こ れ に 応 答 し
て ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 映 像 ・ 音 声 デ ー タ を 撮 像 部 ３ に 送 信 す る 。 撮 像 部 ３ は 、 認 証 が 成 立
す る と 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ ７ を 通 し て 映 像 ・ 音 声 デ ー タ を 受 信 し 、 無 線 送 受 信 部 １ ２ ７ に
お い て 暗 号 化 を 復 号 し 、 復 号 し た デ ー タ を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ エ ン コ ー ダ ・ デ コ ー ダ １ ３
４ に て デ コ ー ド 処 理 を 行 い 、 デ ィ ス プ レ イ １ ３ ６ 、 ス ピ ー カ １ ２ ６ を 通 し て 映 像 と 音 声 を
再 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 デ ィ ス プ レ イ １ ３ ６ 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ ７ は タ ッ チ パ ネ ル 方 式 で 一 体 化 し て も 良
く 、 ジ ャ イ ロ １ ２ ９ を 利 用 し て 、 機 器 を 傾 け る 等 で ユ ー ザ ー が 操 作 で き る よ う に な っ て い
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て も 良 い 。 さ ら に 、 周 囲 の 環 境 に よ っ て は 、 無 線 で 送 受 信 す る デ ー タ が 一 時 的 に 必 要 な 転
送 レ ー ト を 維 持 で き な い 可 能 性 も あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 不 揮 発 性 の メ モ リ １ ３ ８ を
バ ッ フ ァ と し て 用 い て 転 送 レ ー ト の 安 定 化 を 図 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ は 、 画 像 再 生 部 ４ の 構 成 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 画 像 再 生 部 ４ は 、 デ ィ ス プ レ イ ４
１ と 、 バ ッ テ リ ー ４ ２ と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ チ ッ プ 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ ー の よ う な 画 像 伸 張 装 置
、 画 像 再 生 部 ４ お よ び ス ト レ ー ジ 部 ２ を 制 御 す る 制 御 回 路 を 含 む 回 路 部 ４ ３ と 、 制 御 キ ー
４ ４ と 、 筐 体 ４ ５ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。 デ ィ ス プ レ イ ４ １ は 、 例 え ば ２ イ ン チ 程 度 の
大 き さ の Ｌ Ｃ Ｄ で あ り 、 ポ ケ ッ ト 、 鞄 等 に 入 れ る こ と が 容 易 な 大 き さ と さ れ て い る 。 制 御
キ ー ４ ４ は 、 図 示 す る よ う に 、 ス イ ッ チ と し て 設 け て も 良 く 、 あ る い は デ ィ ス プ レ イ ４ １
と 一 体 化 し た タ ッ チ パ ネ ル と し て 構 成 し て も 良 い 。 制 御 キ ー ４ ４ は 、 画 像 再 生 部 ４ 自 身 の
制 御 （ 輝 度 調 整 な ど ） の 他 に 、 映 像 の 可 変 速 再 生 な ど 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ の 制 御 も 行 う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ は 、 画 像 再 生 部 ４ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 画 像 再 生 部 ４ は 、 Ａ Ｃ ア ダ プ
タ １ ４ １ 、 バ ッ テ リ ー １ ４ ３ な ど か ら な る 電 源 部 と 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ４ ４ と 、 無 線 送 受 信 部 １
４ ５ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ ６ と 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ４ ９ お よ び デ ィ ス プ レ イ １ ５ ０ か ら な る 映 像 ・ 音
声 再 生 部 と 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ １ ４ ８ と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ １ と な ど か ら 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ユ ー ザ ー は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ １ を 操 作 す る こ と で 、 所 望 の 映 像 ・ 音 声 デ ー タ の 再 生 を
ス ト レ ー ジ 部 ２ に 対 し て 要 求 す る こ と が で き る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ４ ６ は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ １ の
操 作 を 検 出 し 、 無 線 送 受 信 部 １ ４ ５ を 通 し て ス ト レ ー ジ 部 ２ に 対 し て 必 要 な デ ー タ の 再 生
を 要 求 す る 。 ス ト レ ー ジ 部 ２ は 、 こ の 要 求 に 応 じ た デ ー タ を 再 生 す る の で 、 画 像 再 生 部 ４
で は 、 無 線 送 受 信 １ ４ ５ で 受 信 後 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ １ ４ ８ で デ ー タ を 復 号 し
、 ヘ ッ ド ホ ン １ ４ ９ 、 デ ィ ス プ レ イ １ ５ ０ で ユ ー ザ ー が 要 求 し た 映 像 ・ 音 声 を 提 供 す る 。
再 生 の 要 求 を ス ト レ ー ジ 部 ２ に 送 信 し た 時 に 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ に よ っ て 画 像 再 生 部 ４ が 認
証 さ れ 、 ま た 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ か ら 提 供 さ れ る コ ン テ ン ツ デ ー タ は 、 暗 号 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 デ ィ ス プ レ イ １ ５ ０ と コ ン ト ロ ー ラ １ ５ １ は タ ッ チ パ ネ ル 等 に よ り 一 体 化 さ れ て
い て も 良 く 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ は １ ４ ８ は デ コ ー ド 形 式 を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ
に 固 定 す る こ と な く 、 そ の 他 の エ ン コ ー ド 方 式 に 対 応 し た も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ は 、 チ ュ ー ナ 部 ５ の 構 成 例 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 チ ュ ー ナ 部 ５ は 、 ア ン テ ナ 、 Ｃ Ａ
Ｔ Ｖ 、 ブ ロ ー ド バ ン ド ネ ッ ト ワ ー ク 等 と の 接 続 の た め の ケ ー ブ ル ５ １ と 、 Ａ Ｃ 電 源 プ ラ グ
５ ２ と 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ チ ッ プ や Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ エ ン コ ー ダ ー の よ う な 画 像 圧 縮 装 置 や チ ュ ー ナ 部
５ を 制 御 す る 制 御 回 路 を 含 む 回 路 部 ５ ３ と 、 筐 体 ５ ４ と な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。 チ ュ ー
ナ 部 ５ の 制 御 の た め に は 、 画 像 再 生 部 ４ や 撮 影 部 ３ の 制 御 キ ー を 用 い て も 良 い し 、 チ ュ ー
ナ 部 ５ 自 身 が オ リ ジ ナ ル の 制 御 キ ー を 備 え て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ な ど カ ム コ ー ダ ー の 各 構 成 要 素 の 利 便 性 を あ げ る た め に 、 チ ュ
ー ナ 部 ５ に バ ッ テ リ ー 充 電 用 の Ｄ Ｃ 電 源 を 付 加 し て ク レ ー ド ル と し て 使 用 し 、 こ の 発 明 に
お け る 各 構 成 要 素 を ク レ ー ド ル に 置 く こ と に よ っ て 、 各 構 成 要 素 が 持 つ バ ッ テ リ ー を 充 電
可 能 と し て も 良 い 。 な お 、 チ ュ ー ナ 部 ５ と し て 、 例 え ば チ ュ ー ナ つ き パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー タ や 、 ホ ー ム サ ー バ ー な ど に 対 し て 無 線 送 受 信 装 置 を 取 り 付 け て 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 チ ュ ー ナ 部 ５ の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 チ ュ ー ナ 部 ５ は 、 ア ン テ ナ
部 １ ５ ２ 、 ア ナ ロ グ チ ュ ー ナ １ ５ ３ 、 ア ン テ ナ 部 １ ５ ５ 、 デ ィ ジ タ ル チ ュ ー ナ １ ５ ６ か ら
な る 放 送 受 信 部 と 、 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ ３ お よ び デ ィ ス プ レ イ １ ６ ７ か ら な る 映 像 ・ 音 声 再 生
部 と 、 Ａ Ｃ ア ダ プ タ １ ５ ４ 、 バ ッ テ リ ー １ ５ ７ お よ び Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ ５ ８ か ら な
る 電 源 部 と 、 無 線 送 受 信 部 １ ５ ９ と 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ １ ６ ０ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ １ と 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ
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Ｐ Ｅ Ｇ エ ン コ ー ダ ・ デ コ ー ダ １ ６ ２ な ど か ら 構 成 さ れ る 。 ア ン テ ナ 部 １ ５ ５ お よ び デ ィ ジ
タ ル チ ュ ー ナ １ ５ ６ は 、 地 上 波 の デ ジ タ ル 放 送 、 衛 星 の デ ジ タ ル 放 送 に 対 応 し た も の で あ
る 。 ア ナ ロ グ チ ュ ー ナ １ ５ ３ の 出 力 が 音 声 信 号 処 理 部 １ ６ ４ お よ び 映 像 信 号 処 理 部 １ ６ ５
に 供 給 さ れ 、 音 声 信 号 お よ び 映 像 信 号 が 復 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ユ ー ザ ー が 視 聴 し た い 放 送 内 容 を コ ン ト ロ ー ラ １ ６ ８ を 操 作 し て 選 択 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６
１ は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ６ ８ の 操 作 を 検 出 し 、 チ ュ ー ナ １ ５ ３ を 制 御 し て 必 要 な 音 声 ・ 映 像
情 報 が 得 ら れ る よ う に す る 。 ヘ ッ ド ホ ン １ ６ ３ お よ び デ ィ ス プ レ イ １ ６ ７ は こ れ ら の 音 声
・ 映 像 情 報 を 再 生 し 、 ユ ー ザ ー に 提 供 す る 。 デ ィ ス プ レ イ １ ６ ７ は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ６ ８
と タ ッ チ パ ネ ル な ど を 利 用 し て 一 体 化 し た も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ユ ー ザ ー は 受 信 し た 映 像 ・ 音 声 情 報 を 記 録 す る こ と も 可 能 で 、 こ の よ う な 要 求 は コ ン ト
ロ ー ラ １ ６ ８ を 操 作 し て 行 う 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ６ １ は 操 作 を 検 出 し 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ／ Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ エ ン コ
ー ダ ・ デ コ ー ダ １ ６ ２ を 利 用 し て 受 信 し た 映 像 ・ 音 声 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 映
像 ・ 音 声 デ ー タ を 圧 縮 符 号 化 す る 。 符 号 化 し た デ ー タ は 、 無 線 送 受 信 部 １ ５ ９ を 利 用 し て
ス ト レ ー ジ 部 ２ に 記 録 し 、 別 途 ユ ー ザ ー が 再 生 を 要 求 し た 場 合 に 再 生 で き る よ う に 処 理 を
行 う 。 受 信 し た 映 像 ・ 音 声 情 報 を ス ト レ ー ジ 部 ２ に 送 信 す る 場 合 に も 、 認 証 お よ び 暗 号 化
処 理 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 等 に 限 定 さ れ る も の で は 無 く 、 こ の 発 明 の
要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 様 々 な 変 形 や 応 用 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 図 １ の カ ム コ ー ダ ー に
お い て は 、 二 つ の 撮 影 部 ３ ａ お よ び ３ ｂ が 別 個 の 構 成 と さ れ て い る が 、 図 １ １ に 示 す よ う
に 、 ２ つ の カ メ ラ 部 を 一 体 化 し た 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 体 化 さ れ た 撮 影 部 １ ０ １ は 、 ２ つ の 独 立 し た カ メ ラ 部 １ ０ ２ を 有 し て い る 。 こ こ で 、
通 信 装 置 を 含 む 回 路 部 な ど は 、 カ メ ラ 部 １ ０ ２ に 対 し て 共 通 の 構 成 と さ れ て い る 。 ２ つ の
カ メ ラ 部 １ ０ ２ で 撮 影 さ れ た 映 像 は 、 時 分 割 さ れ て 一 つ の 通 信 装 置 か ら そ れ ぞ れ ス ト レ ー
ジ 部 ２ に 送 信 す る こ と が 最 も 好 ま し い が 、 例 え ば ２ つ の 通 信 装 置 か ら 並 列 に ス ト レ ー ジ 部
２ に 対 し て 送 信 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 、 ２ つ の カ メ ラ 部 １ ０ ２ の 有 す る レ ン ズ の 拡 大 率 を 同 一 と し 、 二 つ の カ メ ラ 部 １
０ ２ が 両 眼 視 差 の 情 報 を 有 す る 二 つ の 画 像 を 撮 影 す れ ば 、 ３ 次 元 映 像 を 再 生 可 能 な ２ 映 像
が 得 ら れ る 。 ま た 、 拡 大 率 を 変 え れ ば 例 え ば 広 角 ・ 望 遠 混 合 と な っ た 2 映 像 を 撮 影 す る こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 二 つ の 撮 影 部 の 一 方 が 広 角 撮 影 を 行 い 、 そ の 他 方 が 望 遠 撮 影 を 行
い 、 広 角 ・ 望 遠 複 合 撮 影 を 可 能 と し て も 良 い 。 さ ら に 、 カ メ ラ 部 １ ０ ２ に よ っ て パ ノ ラ マ
撮 影 可 能 な カ ム コ ー ダ ー を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 こ の 発 明 の 特 徴 は 、 通 信 お よ び 画 像 圧 縮 の フ ォ ー マ ッ ト さ え 統 一 さ せ て お け ば
、 接 続 さ れ る 撮 影 部 の 形 態 を 問 わ な い こ と で あ る 。 す な わ ち 、 一 つ の ス ト レ ー ジ 部 ２ に 対
し 、 実 施 例 の 撮 影 部 ３ と 変 形 例 の 撮 影 部 １ ０ １ は コ ン パ チ ブ ル で あ り 、 無 線 伝 送 能 力 の 範
囲 内 で あ れ ば 同 時 接 続 も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 全 方 位 撮 影 可 能 な カ ム コ ー ダ ー の よ う に 、
さ ら に 多 数 の カ メ ラ 部 を 一 体 化 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ２ に こ の 発 明 の カ ム コ ー ダ ー の 画 像 再 生 部 ４ の 変 形 例 を 示 す 。 図 １ ２ は 、 メ
ガ ネ 型 を し た ビ ュ ー ワ ー １ １ １ に よ っ て 画 像 再 生 部 ４ を 構 成 し た 例 で あ る 。 ビ ュ ー ワ ー １
１ １ に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ １ ２ が ２ 個 内 蔵 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ が 使 用 者 の 右 目 と 左
目 に 対 応 し て い る 。 例 え ば 、 ２ つ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ １ ２ が 視 差 を 持 っ た ２ つ の 映 像 を
再 生 す る こ と で 使 用 者 は 立 体 視 を 得 る 事 が で き る 。 こ こ で 、 通 信 装 置 を 含 む 回 路 部 な ど は
、 ２ つ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で 共 通 と さ れ て い る 。 ２ つ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ １ １ ２ 用 の ２ つ
の 映 像 は 、 時 分 割 さ れ て 一 つ の 通 信 装 置 に よ り そ れ ぞ れ ス ト レ ー ジ 部 ２ か ら 受 信 す る こ と
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が 最 も 好 ま し い が 、 あ る い は ２ つ の 通 信 装 置 を 用 い て 並 列 に ス ト レ ー ジ 部 ２ か ら 受 信 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で こ の 発 明 の 特 徴 は 、 撮 影 部 と 同 様 に 、 通 信 と 画 像 圧 縮 の フ ォ ー マ ッ ト さ え 統 一 さ
せ て お け ば 画 像 再 生 部 も 接 続 さ れ る 機 器 の 形 態 を 問 わ な い こ と で あ る 。 す な わ ち 、 一 つ の
ス ト レ ー ジ 部 ２ に 対 し 、 実 施 例 の 画 像 再 生 部 ４ と 変 形 例 の ビ ュ ー ワ ー １ １ １ は コ ン パ チ ブ
ル で あ り 、 無 線 伝 送 能 力 の 範 囲 内 で あ れ ば 同 時 接 続 も 可 能 で あ る 。 但 し 、 画 像 再 生 部 ４ で
は 一 方 の 眼 に 対 応 し た 画 像 し か 見 ら れ な い た め 平 面 視 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 例 え ば 、 ス ト レ ー ジ 部 ２ と 少 な く と も 一 つ の 撮 影 部 ３ を 一 体 化 す る 、 あ る い は
ス ト レ ー ジ 部 ２ と 画 像 再 生 部 ４ を 一 体 化 す る な ど の 変 形 も 可 能 で あ る 。 あ る い は 、 撮 影 部
２ か ら デ ィ ス プ レ イ ３ ４ を 、 あ る い は 制 御 キ ー ３ ５ も 取 り 除 き 、 撮 影 専 用 に 用 い て も 良 い
。 そ の 場 合 は 、 制 御 や 画 像 の 確 認 な ど は 画 像 再 生 部 ４ や ス ト レ ー ジ 部 ２ か ら 無 線 を 介 し て
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 に お い て ス ト レ ー ジ 部 に 対 し て 無 線 制 御 さ れ る 機 器 は 、 上 述 し た も の
以 外 に 携 帯 電 話 、 電 子 ブ ッ ク 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン （ Ｇ Ｐ Ｓ ） 装 置 等 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 音
声 情 報 の み の デ ィ ジ タ ル 記 録 再 生 装 置 を 構 成 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に よ る カ ム コ ー ダ ー の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に よ る カ ム コ ー ダ ー の 他 の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ス ト レ ー ジ 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス ト レ ー ジ 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 撮 影 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 撮 影 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 画 像 再 生 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 画 像 再 生 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 チ ュ ー ナ 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 チ ュ ー ナ 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 に お け る 撮 影 部 の 変 形 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 に お け る 画 像 再 生 部 の 変 形 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 １ ａ ， １ ｂ 　 カ ム コ ー ダ ー
　 ２ 　 　 　 　 　 ス ト レ ー ジ 部
　 ３ ， ３ ａ ， ３ ｂ 　 撮 影 部
　 ４ 　 　 　 　 　 画 像 再 生 部
　 ５ 　 　 　 　 　 チ ュ ー ナ 部
　 ２ １ 　 　 　 　 ス ト レ ー ジ
　 ２ ２ 　 　 　 　 バ ッ テ リ ー
　 ２ ３ 　 　 　 　 回 路 部
　 ２ ４ 　 　 　 　 筐 体
　 ３ １ 　 　 　 　 カ メ ラ 部
　 ３ ２ 　 　 　 　 バ ッ テ リ ー
　 ３ ３ 　 　 　 　 回 路 部
　 ３ ４ 　 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ
　 ３ ５ 　 　 　 　 制 御 キ ー
　 ３ ６ 　 　 　 　 筐 体
　 ４ １ 　 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ
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　 ４ ２ 　 　 　 　 バ ッ テ リ ー
　 ４ ３ 　 　 　 　 回 路 部
　 ４ ４ 　 　 　 　 制 御 キ ー
　 ４ ５ 　 　 　 　 筐 体

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

(15) JP 2005-94073 A 2005.4.7



フロントページの続き

(72)発明者  天白　昌宏
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
(72)発明者  星　由樹子
            東京都品川区北品川６丁目７番３５号　ソニー株式会社内
Ｆターム(参考) 5C053 FA23  FA27  FA30  GA11  GB37  LA01  LA07  LA14 
　　　　 　　  5C061 AA01  AB01  AB18 
　　　　 　　  5J104 PA14 

(16) JP 2005-94073 A 2005.4.7


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

